
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

子どもの生活体験学習を支える青年ボランティアの
学びと成長

添田, 祥史
九州大学大学院人間環境学府院 : 日本学術振興会特別研究員

https://doi.org/10.15017/19965

出版情報：生活体験学習研究. 8, pp.19-32, 2008-02-12. 日本生活体験学習学会
バージョン：
権利関係：



日本生活体験：学習学会誌　第8号　19　一　32（2008）

　　　　　　　　　一NPO法人ひらおだい自然塾「キッズ・ビレッジ」を事例に一

添　田祥　史

A　Case　Study　on　Learning　and　Growth　of　Young　Volunteers　Participating

　　　　in　a　Life　Needs　Experience　Learning　Program　for　Children

Soeda　Yoshifumi

1．はじめに

　子どもの体験学習プログラムには、ボランティア・

スタッフとして青年の参加を歓迎しでいる場合が少な

くない。彼・彼女たちは、参加者である子どもとおと

なのスタッフとの中間項として、実践内において独自

の役割や責任を付与されながら活動していく。このよ

うな経験は、青年たちにどのような学びや成長をもた

らすのだろうか。

　これまで本学会における研究は、子どもの生活体験

学習に関する理論研究、生活体験学習の子どもの学び

や成長との相関に関する実証研究、プログラム開発に

関する方法論の模索を中心に進められており、スタッ

フ側の学びや成長に焦点づけた研究は蓄積が浅く、わ

ずかに緒方（2004）のみである。緒方の研究では、子

どもの芸術体験学習プログラムにスタッフとして参加

した大学生が、活動を通して、行動や意識を変容させ

ていく様子が克明に描かれている。今後、多様な体験

の諸領域において事例研究を重ねていきながら、理論

化をすすめていく必要があろう。このような作業は、

昨今、青年がNPO活動に主体的に参加することに対

する教育学的な関心が高まっていることを鑑みても意

義があることだといえよう1。

　以上の問題関心より、本稿では、NPO法人ひらお

だい自然塾「キッズ・ビレッジ」2を事例に、小学生を

対象とした長期宿泊型の体験学習プログラムをボラン

ティアとして支える青年に焦点づけて記述していく。

青年ボランティアにとって、当該実践が、どのような

学びと成長の契機となり得ているのかを明らかにする

ことが本稿の目的である。

　なお、本稿は、萌芽的な領域における仮説生成型の

研究である。したがって、既存の学習理論を当てはめ

て学習過程を分析するのではなく、関連分野の知見を

組み直して、大まかなリサーチ・クェスチョンを設定

し、今後の実証研究につなげていく視点や論点を抽出

することに主眼を置くことにする。

2．研究方法

2－1フィールドの概要

　NPO法人ひらおだい自然塾（以下、自然塾）は、

「平尾台の自然を糧にこどもたちがいきいきと生活で

きるような場を求めて」1998年に設立されたNPOで

ある（法人認可2004年＞3。カルスト台地がひろがる自

然豊かな福岡県北九州市小倉南区平尾台に、自前の宿

泊可能な施設、管理権を委託された鍾乳洞、森林の中

にある野営地、マイクロバス等を有する。専従スタッ

フは5名で、全員無給であるが、野外体験活動や環境

教育、自由教育等に見識のある高度に専門的な人材が

揃っている。その他、定期的かつ継続的に活動を支え

る成人のボランティアが数名いる。事業予算は年間約

300万である。
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　自然塾では、1泊2日の活動を通年で固定したメン

バーで行う「キッズ・アドベンチャー」、10泊以上の

長期宿泊型の活動「キッズ・ビレッジ」、オープン参加

型の日帰りでの野外体験活動「キッズ・パラダイス」、

親子参加型の工作体験活動「親子ものづくり教室」の

4つのプログラムを提供している4。自然塾のプログラ

ムの特徴は、子どもの自主性や個性を尊重し、「ミーテ

ィング」と呼ばれる合議制に基づいた全員参加の意思

決定機構を中核に位置づけている点にある。大まかな

活動内容はスタッフが準備するが、子どもたちはそれ

をただ受けるのではなく、オプションや他の選択を加

える機会が用意されている。

写真1　平尾台の風景

写真2　自然塾の施設概観

　表1は、2006年度の「キッズ・ビレッジ」のスケジ

ュールである。プログラムの核は、2泊3日のキャン

プ生活を自力で完了することにある。その流れを簡単

に確認しておく。火のつけ方から飯盒炊飯を教えてい

き、やがて、おかずも含めた自炊に移っていく。自炊

の場合は、自分で作った竹の食器を使用する。4日目

以降はおかずも含めて三食自炊となる。そして、いよ

いよ6日目～9日目のキャンプに入る。キャンプの場

所は班のメンバー構成を考慮して3箇所用意している。

キャンプ後の「お祭り」では、班で模擬i店と舞台発表

をひとつずつ受け持つことになる。最終日前日から最

終日にかけては、仲間との最後の時間をゆっくりと大

事に過ごして欲しいという意図からプログラムは「あ

りがとうカード」と「一言感想文」の作成のみである。

前者は、仲間やスタッフに対して、期間中にお世話に

なったこと、助けてもらったことなどを一枚ずつ書い

たもの、後者は、期間中の思い出や感想・意見等を書

いたものである。その他の時間は、自由時間とし、仲

間やスタッフと思いつきり遊ぶ時間である。最終日、

「ありがとうカード」を受け取り、一言ずつ感想を述

べた後で集合写真を撮り、解散となる。

　10泊11日に及ぶ「キッズ・ビレッジ」をコア・スタ

ッフだけで運営することは難しい。そこで、スタッフ

のネットワークを活用し、多彩な経歴と技能をもつ知

人や友人に、ボランティアとして協力を呼びかける。

さらに、近年では、子どもの班別行動をサポートする

役割を担うボランティア・スタッフとして、積極的に

表1　2006年度「キッズ・ビレッジ」のスケジュール

備簑　㍑藻三：灘　．．

羅

予冷覇　　　　　　解二 毅・、　騒七　　献
．…懸

艦灘1三泌 蓑

1日目 給 給 オリエンテーショ．ン、

nイキング、班別M
給 風呂、全体M、班長M

2日目 給 道具配布 自 飯盒炊飯、火の平方 自 風呂、自由時間、班長M、係別M 就寝

3日目 自 自 自 風呂、自由時間、班長M、係別M 就寝

4日目 自 竹食器作り 自 竹食器作り 自 風呂、自由時間、班長M、心確M 就寝

5日目 自 魚の調理法 自 自 風呂、自由時間、班長M、評決M 就寝

6日目 自 移動準備 自 移動⇒キャンプ1日目 就寝

7日目 自 キャンプ2日目 就寝

8日目 自 移動 給 お祭りM　　　　　　　給　風呂・お祭りM 就寝

9日目 給 お祭り準備 給 お祭り 就寝

10日目 給 9：00起床 給 カード作成 給 花火・映画 就寝

11日目 給 解散 給 就寝

註）給…給食、自…自炊、M…ミーティング。
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組織外から青年の参加を求めている。2006年度のキッ

ズ・ビレッジでは、子ども24名に対し、期間中に少し

でも活動に協力したボランティア・スタッフは18名で

あった。うち青年層のボランティア・スタッフは、中

学生7名、高校生3名、大学生1名である（以下、青

年ボランティア）。

　青年ボランティアは、成人のボランティア・スタッ

フとは若干異なる配置がなされる。成人の場合はすで

に身につけている技能や特技を活用する即戦力として

みなされている一方、青年の場合は参加者である子ど

もたちに近い立場や感覚を活かしながら、子どもに寄

り添いながらプログラムに寄与することが期待されて

いる。青年ボランティアには、事前に！泊2日の宿泊

研修を行っており、今回のプログラムの目的や理念の

共有、課題解決型のグループワークやキャンプに必要

な技能の指導を行っている。

2－2分析で用いるデータとその収集方法

　本報告では、青年ボランティア11名のなかで、自然

塾を含む生活体験学習プログラムへのボランティア参

加が未経験で、かつ班のり一ダーや班長という責任の

ある重要な役割についたAさん、Bさん、　Cさん（い

ずれも高校3年生女子）を対象とする。

　表2は、各班のメンバー構成を示している。班内の

スタッフは、班長とリーダーである。班長は班のまと

め役であり、班長ミーティングでは、班内の意思決定

を代表して伝える役割を担う。リーダーは、班長をサ

ポートしつつ、班外のスタッフとのつなぐ役割を担う。

　三人の特徴を大まかに示しておく。Aさん、　Bさん、

Cさんは、同じ高校の友人で、Cさんが自然塾代表の

講演を聴いて活動に興味をもち二人を誘ったのが参加

のきっかけである。Aさんは、過去にボランティアの

経験は皆無で今回が初めてである。Bさんは、部活で

日焼けして短髪。一見、活発で気さくな言動をみせる

が、実は「けっこう人見知りするタイプ」だという。

在籍校で募集するボランティア体験プログラムに積極

的に参加しており、経験は豊富である。Cさんは、ふ

たりに比べて自身を「子どもつぽい」と思っているよ

うだ。「社会勉強をしたいと思ったので、自分を成長さ

せる糧として参加した」という彼女は、Bさん同様に、

ボランティア経験は豊富である。

　筆者は、調査の許可を得た後に、ボランティア・ス

タッフとして写真撮影を中心とした記録係を担当しな

がら事前研修を含む2006年度の「キッズ・ビレッジ」

のほぼ全過程に参加している5。全てのスタッフは、筆

者がそのような立場での参加であることを知っている

が、子どもたちには写真係としてのみ伝えている。な

お、本研究に先立ち、自然塾の長期宿泊型のプログラ

ムに2度ボランティア・スタッフとして参加しており、

それが予備調査的な役割を果たしていることを付言し

ておく。具体的には次の4つのデータを収集した。

　一つには、青年ボランティア3名に聞き取り調査を

行った。初日、中間点、終了後と3回にわたって、各

回15～30分の1対1でのインタビューを行った。

　二つには、「キッズ・ビレッジ」の総括責任者（自然

塾現代表）への聞き取りを行った。プログラム期間中

に適宜、活動の意図やボランティア・スタッフへの対

応に対する質問を行った他、後日改めて時間を割いて

もらい約2時間にわたってお話を伺った。

　三つには、参与観察を行った。青年ボランティアと

子どもとのやりとり、青年ボランティアと専従スタッ

フとのやりとりに焦点づけた観察を行い、鯨岡（20◎5）

のエピソード記述法の方法を参考にフィールド・ノー

トに記録していった。

　四つには、青年ボランティアにA5版のノートを渡

し、毎日就寝前に日誌をつけるように依頼した。主に、

①子どものことで、気になったこと・印象に残った言

動、②自分のことで、よかったこと・反省点・困った

こと・わからなかったこと、③問題があれば、それを

どう解決したのか、の3つを柱に記述してもらうよう

に指示し、内容は筆者以外の目にはふれないことを：最

初に確認した。

　分析に際しては、日誌を軸として、その他のデータ

を補足的な説明資料として用いながら分析を行うこと

にする。日誌を軸とする理由は、調査で得られたデー

タのうち日誌が最も彼女たちの主観的な現実把握のあ

り様を通時的に読み解くことができるからである。3

名とも非常に丁寧かつ真摯に日誌をつけてくれており、

量的・質的に充分な資料といえる。
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表2　各班の構成

：ξ・：七〆

　’．、．ご、・｝㍗継ドかヒ’　　く

`　　　　　’壁塗ζ
㌦　　曽｝㌃　　片

謐翌ｲ　　．一醐縣 層群、鱗憲1蘇：撚鋤’　　1瓢騰驚漉灘欝
A班 中1女子 Aさん（初〉 小6男、小6男（初〉、小3男（初）、小2男、小2女（初）、小1（男）

B班 中2女子（初） Bさん（初） 小6男、小5（初〉、小4男、小2男（初）、小1男、小2男（初）

C班 Cさん（初） 成人男性 小6（初）、小5男、小4男、小2男、小1女（初）、小6女（初）

註）（初）…自然塾の「キッズ・ビレッジ」に初めて参加する者

2－3分析枠組

　ここでは、以上のデータを分析する視座を提示する。

冒頭で述べたように、関連諸分野の知見を援用しつつ、

独自にリサーチ・クェスチョンを設定していく。

　ボランティア活動の教育的意義について、鈴木虞理

（20◎4）は、実際の「体駒が貧弱な今日の社会にお

いて、ボランティア活動が体系的な知識や理解を提供

しながら、自ら考え、また他者と共に考えるという自

律的な学びの場を可能にしていくと指摘する。本稿に

おいても、基本的にこのような視座のもとで学びや成

長が生じていると考える。すなわち、活動を通しての

「体験」を青年たちがどう意味づけているのかに焦点

が向けられる。

　そこで次に、問われてくるのは、ボランティア活動

を通した「体験」がどのように生じているかを把握す

る枠組みである。ここで注目したいのがボランティア

という営為を関係論的に理解していく昨今のボランテ

ィア論の知見である。この立場は、ネットワーク論か

ら論じた金子（1992）をはじめ、近年では、原田（2000、

2001）が社会学的観点から提起している。

　原田は、自発性、i無償性、公共性、あるいは「生き

がい」というような活動の社会的意味からボランティ

アを捉える方法は、「する側」からの説明であり、そこ

には「される側」という視点が欠如していたことの問

題性を鋭く指摘し、「する側」と「される側」の関係性

からボランティアを捉える必要性を提起した。このよ

うな観点からボランティアという営為を捉えるならば、

ボランティアとして活動に携わるということは、「普通

ならば関係をもつことのない人同士が出会い、他者を

前にして他者を受け入れながら自分であり得るかどう

かを絶えず問い続ける行為であると理解できる」（原田

2000、84頁）。

　この視点は、教育学研究の学習過程分析にも援用さ

れている。たとえば、酒井ら（2007）は、原田の主張

を援用しながら、「される側」との関係性の中でボラン

ティアの学びと成長を捉える必要性を提起し、進路多

様校における高校生の進路選択を支援しているNPO

活動にボランティアとして携わる大学生の学びと成長

を分析している。酒井らの分析視座は、青年ボランテ

ィアの学びと成長を把握する上で大変参考になるもの

である。本稿の分析対象の3名は、高校生としての日

常生活においては全く接点がない子どもや、子どもの

生活体験学習を組織するおとなと出会うことになった。

青年たちは、期間中、生活を共にする他者を前にして、

他者を受け入れながら、自分について絶えず問い続け

ることになる。

　筆者は、本稿の分析においては、さらに次の2点が

加えて必要と考える。一つには、青年ボランティア同

士の相互作用である。実践内において、役割や位置づ

けを同じくする青年たちは接触する機会も多く、互い

に影響を与えあうことが少なくないだろう。また、自

らの行動や力量を省察する際に、他の青年ボランティ

アを参考にすることもあるだろう。二つには、おとな

のスタッフ、とくにコア・スタッフとの相互作用であ

る。青年ボランティアがおとなのスタッフから指導や

助言を受ける機会もあるだろう。あるいは、そのよう

な直接的な接触をもたなくても、青年たちはおとなの

言動から間接的に影響を受けることも考えられる。

　以上より、次の5つのリサーチ・クェスチョンを設

定する。

①青年ボランティアは、子どもたちとの出会いをど

　のようなものとして経験し、そこで何を学んだのか。

②青年ボランティアは、子どもたちと自分との違い

　をどのように意識し、そこでどのような関わりを持

　とうとしたのか。

③青年ボランティアは、コア・スタッフと自分との

　違いをどのように意識し、そこでどのような関わり
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　を持とうとしているのか。

④　青年ボランティアは、他の青年ボランティア仲間

　と自分との違いをどのように意識し、そこでどのよ

　うな関わりを持とうとしているのか。

⑤活動を継続していく上で、それらの関係はどう変

　化し、何を考えどう意識したのか。

　しかしながら、収集したデータからいきなり、これ

らの問いに対する事象を抽出・整理していくのは困難

である。事象を整理していく上での補助線的な指標が

あるならば、分析の助けとなろう。そこで、本稿では、

玉木（2001）の生活体験学習の3類型を用いることに

する。玉木によれば、生活体験：学習は、生活体験活動

と自然体験活動と社会体験活動に分けることができる。

青年たちが身を置いている生活体験学習プログラムが、

どのような学習機能を内包しているのかを把握するの

に、この3分類は参考になると考える。

　生活体験学習とは、身近な生活能力全般や基本的な

人間関係調整能力などを育成することを目的とするも

ので、あらゆる主体的・創造的な能力の基礎になるも

のである。キャンプや集団宿泊活動は、親から離れて

物の不足する世界のなかで、身の回りの生活技能や友

情を深める上で重要だという。

　自然体験とは、自然の知識よりも、自然の申で子ど

もが「気づくj、「発見する」などの観察・問題意識の

形成を重視する。その目的は、「社会的な生態系をとら

える」、「動植物も含めて命の重みをとらえる」、「自然

界がもつ多様性や変化の中から、意外な側面や未知の

存在をとらえるj、ということにある。

　社会体験：とは、ある社会的目的に向かって社会性を

獲得していくことを目的とする。「公共性の体験」とも

いえるもので、働くことへの関心や人びとに役に立つ

ことの喜びが高まることが肝要となる。

　生活体験学習プログラムとしての「キッズ・ビレッ

ジ」は、玉木のこの3類型を内包していると考えられ、

そこに参加する子どもの活動を支える青年ボランティ

アの学びと成長は、必然的にこれらと関係したところ

で生じていると考えられる。次節では、収集したデー

タをこれらの類型にあてはめながら整理しつつ、上記

の5つのリサーチ・クェスチョンに応えることにする。

3　事例の学習過程分析

　前節の分析枠組みに基づき、Aさん、　Bさん、　Cさ

んの日誌を整理したものが、それぞれ表3－1、表3－

2、表3－3である。A1、A2…　とは、　Aさんの

日誌からの抜粋であり、数字は日誌に書かれている順

番を示す。なお、抜粋はなるべく文意を損なわないよ

うに要約している。横軸は、生活体験、自然体験、社

会体験の3分類を示している。玉木自身も指摘してい

るように、これらの類型はあくまでも理念型であり、

実際の活動においては、複数の意義を同時に有する経

験も多く、それらの包括的な体験活動をある特定の意

義に限定して分類することはできない。日誌の整理に

おいて、複数の分類にまたがっている箇所があるのは

そのためである。縦軸は、時間的な経過をあらわして

いる。上部に位置つくほど、開始当初のもので、下部

へいくほど終了時へと近づいていく。

　整理された日誌の内容を通読してみると、活動を通

しての大きな変化は、①普段の生活に対する省察と生

活技能の補完、②子ども像の修正と再構築、③自分が

めざすべき理想の「おとな」像の構築、がみてとれた。

以下、順に確認していくことにする。

3－1普段の生活に対する省察と生活技能の補完

　青年ボランティアは、キャンプや子どもとの生活の

「楽しさjをイメージして参加する（A3、　B　3、　C

2）。しかし、実際に子どもとの集団生活が始まると、

「楽しさ」だけではない。それは慣れない集団生活や

子どもへの対応によるものであると共に、便利で「豊

かな」普段の生活とかけ離れたなかに身を置くことか

らくるものでもあった。

　青年たちは、自然塾のボランティア経験を通して、

本格的に飯盒炊飯やテントの張り方を身に着けていか

なければならなかった。子どもに伝えるためには、そ

の原理から理解していなければならない。たとえば、

火おこしの際、なぜこのよう組むとよいのかについて、

子どもに説明する必要がでてくる。他方で、説明がで

きても、その原理を実践できる技術がなければ火はつ

かない。

　期間中は、天気に恵まれ連日真夏日であった。8月

の刺すような日差しのなか、クーラーもない。お風呂

の時間も二三が入るためには割り振られた時間内にす
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表3－1　Aさんの日誌にみる感想

窯書画験

鳳雛　　羅 菱　懸総

露欝体縷

lA1：ボランティアは初めてなので不安。　　　　　　　　　l

lA2：スタッフはどんな人だろう。　　　　　　　　　　　　l

lA3：普段、子どもや自然とふれあう機会がない。　　　　　l
iA4：自分たちが今どこまでやれるかということを試したい。　i

　　　　　　　　　　　　　　　　il：　j－ltl－l－ilill一［lill－111＃lllll－11［ll

iA5：元気で明るい子ばっかりだったのは一安心。低学l

i年の子はすぐに思ったことをズバズバ言う。大人にはi

iない良い点。斑内で衝突しないように気をつけよう。

iA6：名前を覚えて欲しい。　　1
、繭鱒k學■■．暉鳳．．9．溺順．．璽・■・・．藺剛膠■璽■■日●8雷■繭●曜冨■■層暉tso●酬■■●■■暉，圃t蟹鄭騨t

A7：初日のハイキングのとき、班全体を見るべきとl

iころを一人の子どもにしか目を配っていなかった。l
i私の考えの甘さや未熟さが自分でわかった。　　i

工＿＿＿

lA8：一Nですっこい疲れた。子どもたちは元気だし…。

」
iA9：班の子どもの性格がわかってきたけど、どんな気持ちl

lか、何をしてほしいのか、わからない子どもがいる。

し
lA11：班の子どもの体調の変化に気付いてなかった。あl

iとでスタッフに聞いてびっくりした。私が気付けなかったl

lという、後悔みたいな気持ちがある。もっと子どものことをl

i考え、よく見ていなくちゃいけないと思った。もっともっとi

i責任をもたないといけない。あとで後悔しないように。　　i

lA1◎：なかなか火がっかな≡

1かった。子どもたちにとってl

i良い経験になったと思う。　…

iA12：運ぶのが大変で途中で用具を投げ出したくl

lなった。子どもたちは重いものはが運べないので、l

l必然的に一番大きいのをうちが運ばなくてはいけl
iなくなって。ま、子どもたちと一緒にしたけど。　　i

リロ　ロロののコ　ロココ凹凹コロロロ　　コロロコ　　コののロコココロコロコココのロコココロロロコロのロロコロコココ　ロロののロロココロロロココココロロロコロ　　ロロロのロサロコロロ　　ココののココキ

iAi3；よく「問題行動を起こすKは本当はすごい良l

lい子ですっこい甘えん坊でかまって欲しいんだとl

i思う。Kが叩いてきたら、こっちも仕返しをすると、　l

iすっこい笑顔になる。笑うとすごくかわいいので、三

i笑って欲しい。少しカが強いのが問題です。　　i

［

lA1塩キャンプの中で一番印i
l象に残っているのが水。もう本l

iちはどうなんだろう…？　　　i

iA15：私自身すっごく疲れているので、それが子どもたちに伝わらないようにする。i

”一一’…’……’…… n11……………”一一…’圏’…凱：二：：：：：＝：：：＝：：：：：1：：：：＝：：：：二：：：：：：：：：：二：：：二：：：二：：：＿＿＿

lA16：やっぱり一番は水。そして協力しあうこと、話しあうこと、自分の決められた仕事だけじゃなく、ちゃんと自i

l分で考え行動すること。協調性、責任感、私は色々学べたというか、子どもたちを見て、そういうことを感じた。　1

ヨロロロロぼロロさのロロロロほロロロロゆじロロぼコロロロロロのほぼロロロロロロ　　のききのロコロロロほロロののロほロロロロロサロののぼロほロロほロロさなぼロロロのリロのロロぼぼのぼロロロロロロぼぼのさのほロロロロほのほのロロロロロロロロロロ　ぼのロロロロロロロののののロコロロロロロさのロロほロロぼほロロロほのぼぼロロも

iA17：色々なことでストレスがたまっていく。優しくされると泣きそう。だけど、涙は見せi

iない！！！しかし、どうしても、こらえきれないで、泣いてしまった。もうすべてが嫌になつi

lて。洗濯をしているとき一人で外で、座って。　　　　　　　　　　　　　　　1

工

　　　　　　　　　1

≡A2◎：子どもが話かけてくれたら嬉しいし、集まってきてくれたi

≡らもっと嬉しい。きついけど、何かそんなきっさもふきとばして1

≡くれる。今頃になって子どもたちがすごくかわいくなってきl

iた。かわいいばかりじゃないけど（笑）　　　　　　　　　　i
～・＃鰯B層徊－・冒駕纂偏燭鱒置畳巳，，■‘幽幽糊馴5t冒・■■■山鵯島・魯■■s　s”編幽幽■■聾邑，，曾5鯛画一珂翻置，■■■■●樽．幽幽幽幽置置置・冨＃刷昌．置ttrtt麟繍瞬tt亘■t・畢膠‘■鷺鎮－墨，ttt■口笛白日9聾聾’

蒜罵瓢罵二丁外周繍皿慧＝慧罵號瓢＝。．＿＿＿＿＿＿．＿：一i＿＿

lA18：自由時間こそ子どもと遊んだりしてきついと思った。
Kiit一一h一一一一一iti－b一一id一一一ittt一一一d－ny一一一s一一一一t一一一一一一iiss一“一一t－i－ii一一“一一一tJ＝it－t一一一t－titt一＃一一一一一一iits－t一一一一＝i一

［

lA19：やっぱり自炊がないっl

iて「楽」だ。自炊が嫌なわけl

lじゃないけど、自分でご飯をi

i作るのは大変だ。身をもってl
i実感できたのはよかった。　i
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表3－2　Bさんの日誌にみる感想

綴灘　　・・　　謹驚燃欝

開
始
時

終
了
時

、聖嫁溌1体験 獄会体験　・　・ ．昭然体験

B1けっこう、人見知りするタイプ。

B2近代的な建物を期待していたけど、「ボwさ」にびっくり。

1 t
：B3子どもが大好きでキャンプとか体を動かすのも好きだから参加した。子どもたちとの交流を通じて、コミュニ、

iケーシsuン能力が少しでもっけばいいなと思う。また、その場に応じた判断力や協調性がつけばいいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　1　1一一一　一一　lt一　一　rll一　一一　一一　t
…B4スタッフの人たちとすぐに馴染めたのはびっくり。
tS欝　　…饗冨 @工．∵

B5子どもたちは環境に慣れるのが早いなと思った。鬼ごっこをし

、たが、数名からすぐ十数名にまでふくらんだ。自分たちの世界で

はありえないなと思った。誰とでも仲良く遊べる子どもってすごい。

s　．　：　］1一
lB82H目、朝起きたときはそうと
うきつい。こんなに翌朝まで疲れ

とるのとかすっこい久しぶり。

・B6　Kにはどう接してい

いのかまだわからない。

tB7斑の子どもから完全に目をはなしてしまった時があった。反省。

B9小1のHが班のメンバーから邪険に扱われてい

てちkつとかわいそう。もっと気にかけてやって欲し1

い。そのことを年長の子に話すと気にかけてくれた。

＝一i－1一　一一lllt

．BIO夕飯作りの時に、班の子どもたちとの距離がすごい近づいた気がする。　1

L
髄

t

Bllあまり動かなかった子がきちんと役割を果たすようになった。子どもってこんな風に成長していくんや1
”t’ @t■…　　　…　　　　　　　’j．二”曽曾

B12自分は子どもたちのケンカの後の仲直りをさせるの

が下手っていうか全然ないと気付いた。どうしたらいいのt

かわからなくてすごく困った。自分の力の無さがじれった

いし悔しい。もっとそういう力を身につけたいと思った。

’．．∵：L。曾．一1二『 ：lhtlll　・．：　1－tm

B13不思議とみんなHに優しくなってるし、仕事もきちんとやってくれている。これには

ほんとビックリ1子どもの成長ってすごい。こんな短期間で変われるんだって思った。
＃s　t　t一
　　　　　’：’：：’　mi”：’ ．　＿∵　　1∵擦“

B14自炊の後、相当イライラしてしまって、軽く泣きそうになった。そのせいで、子どもを邪険に扱ったのは反省。
㌧　騨励　購

．．．．＿　　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　．唇●　　〔．＿犀　　　贋　　　　　“　　　　　”

B15キャンプはかなりきつかった。言うことを聞かない、動かない。食事は全部遅れた。怒っても同じこ

とを繰り返すので、イライラと同時に情けなさを感じた。2日目の朝、耐え切れず、こっそり泣いてしまっ

た。子どもの世話しよってストレスで泣くとは。母親が育児のノイローーゼになるわけが少しわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．…∵““L二’…管二．　”二　　’“’一“

＝B16キャンプファイヤーでMがやけどをした。本当にMに申し訳ない。
｛　t－N 黶G－　ptt－ltl

”B19初めは絶対なついてくれな1

いと思っていたKが今はちょっか

’いをだしてくる。とてもかわいい。

iB17自炊がないっていい。：
、　　　　　　　　　．融　　　　　　、　　　　　詳

B18帰ったら風呂に入ってi
敷布団でぐっすり寝たい。　l

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　ゆ　　　　　　　　　　●■

　　　　　　　　　　．’B20この1帽問で私自身なんとなくだけど、成長（p）した気がする…っていうか子どもたちにいろいろ

tもらった。子どもって本当に純粋だなって思う。その心に触れることができたのはとても嬉しかったし、良い・

経験になった。あんな風になれたらいいのにって思う。あのままの素直な心のまま大きくなって欲しい。
fi

@” G：・t　；”：＃・　；　st：．　．．．：”：．．　’：：”””．．．．’　‘’”’．．　t．”’．．　．’”．　．．’：　．．’“‘”

　　’B21みんな最初の時より全然笑顔やし、その笑顔も心から笑ってるなって感じとれる。そんな

　　．心からの笑顔を向けてもらえることがすごく嬉：しかった。これからも参加していきたいと思う。
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表3－3　Cさんの日誌にみる感想

聖主　　騒　　　義　灘婁

開
始
時

終
了
五

三蒙難繁黙麟i鰹書窓難弁識聾馨強震態馨轟1霧謡講i野州鞭縷灘鍵鱒譲i

り　コロココ　ロコロコココロロ　コココロコココロロコのコロコ　　ロロ　コココロロのコロロココココロコココロココココロココロロロココロロロコロコココココココののののロコロロコ　コロコ　のロ　ロコのののロロコロ　ロロ　　　コロ　ココサのサコココココロコ　ロロロコロ　コののののロロのココココモ

≡C1：社会勉強をしたいと思ったので、自分を成長させる糧として参加した。　l

lC2：子どもが好き。子ども時代にいろいろ嫌な思いばかりしてきたので、　i

l　　少しでも子どもにいい思い出を残して欲しいと思って参加した。　　　i

iC3：たくさんの人、いろいろな考え方の人に触れたい、知っておきたい。　i

lC4：子どもが最初はあまりしゃべl

iってくれなかったけど、段々しゃl

iべつてくれるようになって嬉しい。　1

1C5：大人の世界では、思ったことをストレートに言うと幼i

lくみられるけど、子どもはそれが当たり前なので話してl

l気持ちがいい。大人は当たり前のことができない。だかl
iら、大人は子どもとふれあわなくちゃいけないと思う。　　i

　　　　　　　　］

iC6：自分は子どもたちを楽しませてあげる魅力がなさすぎる。子どもについて甘く考えすぎていた。遊l

iんであげれば気持ちが打ち解けると思っていた。全然そんなことはなかった。遊んでもらっている。今l

iは、少しだけ仲良くなれたけど、お子様な自分だから仲良くなれるのではないと思い知らされた。
ロいロロロロロけサ　のロい　の　のロロロロロけロさ　ロののロロ　ののコロロロロコロ　ぼの　いの　ロけのロぼロロぼほ　　ロリロリロロぼロのロのほ　ロリロロロロロロサリロロロロ　ほ　ののロロロロロロロのほのじのの　のどロロロロロロほロほロリぼほののりリロロロロほロロロほの　　コリのロのロロのロリロロ　　ロロロロロロほロロロロじサノ

　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l
　iC7：来る前と今の子どもたちへの思いはめちゃめちゃ変わった。来る前は「子どもたちと離れたi

　iくないからベッタリするだろう」と思っていたけど、今は早く帰りたいと思う。大好きな子どもたちだi

　iけど、実際仲良くするための方法とかすごい考えさせられる。考えるのに疲れてしまった。　　i

L 1
iC8：疲れたけど、仲良くしたい。でも相手をするのはすごい大変。○○さんや××さん（子i

iどもたちとの関係づくりに長けた専従スタッフや常連のボランティア）がうらやましい。　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．鱒腰鱒■・・闘．■．．．．．．■削胴騨・■■．．開．・8・網．幽。・禰騨’

iC9：斑の子の目がすごく赤くなってi

lきつかったのに、全然気付かなかっ≡

≡た。他のボラは気付いていたのに。　1

iC10：家に帰りたい～でも帰りたくない～最後までやりぬいてやる～頑張る！
＿＿＿＿iiill二ili二＝＝ll二1＝ll［：：：：：iii二＝1二。．。＿＿＿．．

iCil：全体のミーティングには圧倒された。子どもだi

≡けであんな議論ができるなんて。みんなしっかりしl

iている。感動した。自分がここにいていいのかな！？
もロロロのロのロコロロコココロロロロコロロ　　ココサロロロコココロロロロロロコロロロのロのサロロコ　　コロコけロロロロののののロほぼコロココロ　　ロコロロロのコのの　ロロコココ暁月ココロじロ　ロののササ

　　　　，＿＿＿＿＿惹＿。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

朋●駒躊騨闇．■．圏■■．．置開日9置騨．騨・98・■．圏’

lC12：少しは文句を言いながらも言ったことをやってくれるようにはなった。

1自分を頼ってくれる子もでてきた。班の話で少しずつ笑うようになり、しゃ

iべりだす子もふえた：すごく楽しそう。でもあと何9いればいいのか。
＝二：：二：：：：：二＝二二＝1＝二二＝：：1：：二：：二〔二＝＝＝＝：二二：：：：：：：二：1［1：二＝1＝1二：：：：：：二：＝二＝＝：：11＝＝：：：：：：：二：：＝：：＝＝＝＝二二：：：：二：：：二：1二：：＝i：：：：：：二＝：＝：＝：二：二：＝：：：：：：：＝：二＝：、．．．．＿＿．＿＿．、．＿、

≡C13：キャンプは死んだ。死ぬほどきつかった。本当に。指示を出してもだれも動かないし。

［ 1
iC14：（全くしゃべらなかった小5女子）Nがしゃべるようになった。班の男の子を追いi

lかけまわして元気に遊んでいた。もっと早く心の壁を壊してあげればよかった。　　1
……………一‘’S一 G：＝：：：：：：二1ユニ：：二二：：二二：：二二：：：：二：：：：：二二二二lllll二llllll二lllll二二1二：：；二二：：：；：f：：：：二；：：二：：二二二：：：：二二二1二：：：：：；二＿＿＿．＿＿＿＿．．嚇

　　　　　　iC15：キャンプ中は、全然可愛くないし、言うことを聞いてくれないし、具合が悪くなる子もでi

　　　　　　lてきて、まちで帰りたかった。。。でも今はいいと思う。そういう見方ができたこともいい経験l

　　　　　　iになった。こんなに大変だったけど、キャンプはいいものだったQ　　　　　　　　　　　l
＿．＿．．＿＿．…．．．調二＝［：二醐二二謝瓢＝慧二＝＝畿慧慧灘灘二＝儒灘謝二＝瓢こ“…’一’5………“田

≡C16：ボランティアに来たのに、合宿のようで精神的にきつかった。子どもたちとの連携l

lがうまくいかなかった時は、子どもが嫌いになるところだった。今は逆に大好きだけど。　1
㌦●魯t■－－t■t雇■－t－＃＃tt雛t魯ttSt■Stff■i8i■櫨＃ttt魯s　●i韓■t■i－－＃＃聯雛耀tt■●t■＃t■－■■■＃鵜纂摩灘準■t■tOi＃－S－．願■i■t驚＃●■■ti●t－．‘■v■t鷲●＃鱒＃毬ttttS－■■　■■■tg”nys＃t8■」聖●t■t■■i●i伽■腫itttS8■－■－一■■資ttt
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ませなければならない。精神的な疲労は、日に日に増

してくる（A　8、C10）。肉体的な疲労も明らかで、

憔碧しきった様子で、毎日早々と床についていた。そ

れでも、スタッフミーティングの際に、起きていよう

と努力している様は伺えるものの居眠りする姿もみら

れた。

　キャンプ地への移動は、野営に必要な食料品や用具

一式を運ばなければならない。年長者である班付の青

年が必然的に重いものを持たざるを得なくなる。途中

で荷物を投げ出したくなるときもあった（A12）。　fキ

ャンプは死んだ。死ぬほどきつかった」（C13）とい

う一言が示すように、キャンプ中はとくに過酷だった

ようだ。耐え切れず、子どもたちに隠れてこっそり涙

した青年もいた（B15）。「キャンプの中で一番印象に

残ったのが水。もう本当重かった。やっぱり水は大切

だと思った。子どもたちはどう思ったんだろう？」（A

14）と日誌に記したAさんは、次のようにふり返った。

　・ilヤンプがやコなρクきっかフンを。葺炊で震1気）が；な

のことと水が〕なのこと。7雄半を週ぎると其っ、暗だ

，なフて券がげあでき，なぐなる乙。タンクがやぶ物τ

フヒ：変だっ、を。擬翌ぱ乙、を～〕ナど．やつぱク本番な：会護

三二さカτのなのフτの，う，か。bラβ炊な「イヤ6轡

　そのような中で、青年たちは普段の生活をふり返る。

水を運ぶ作業を通じて、「水の重さ」を体感することで、

水というものをよりリアルに感じるようになる。キャ

ンプ地では、蛇口をひねれば水が出るわけではなく、

苦労して運んだ分を考えて使う必要がある。火おこし

のために支給されるのは、一日分の新聞紙とマッチー

箱。期間中の自炊は、これでやりくりしなければなら

ない。枯れ木一本一本が、火おこしには貴重なものと

なる。キャンプを終えての感想をAさんはこう綴って

いる。「自炊が嫌いなわけじゃないけど、自分でご飯を

作るのは大変だ。身をもって実感できたのはよかった」

（A19＞。自然塾での生活が、普段の生活を見直す契

機となっていることが伺える。

　加えて、青年たちは、子どもの生活体験学習をサポ

ートする中で、自らの生活技能や生活感覚を向上させ

ている点は興味深い点である。彼女たちは、蒔を割る

のは初めてだし、火おこしをして、そこで煮炊きする

といった経験もあまりなかった。事前研修時には、た

どたどしかったが、みるみる上達していき、プログラ

ム序盤には慣れた手つきで子どもたちに教えている様

子がみられた。中盤以降では、タイムスケジュールを

常に意識しながら、必要な時間を逆算しつつ、見通し

をたてながら行動していく様子も伺えた。それでも、

本番のキャンプ生活では、予定通りにうまく進まずに

真っ暗になり、片付けができなくなる。このような経

験は、水や火、電気の大切さを再認識するとともに、

見通しをたてながら行動することの大切さと難しさを

改めて体感することになった。つまり、青年ボランテ

ィアにとっても、生活体験学習の機会となっているの

である。

3－2子ども像の修正と再構築

　事例の青年たちは、「子どもが大好き」だったので、

子どもたちとの交流が参加を決めた一つの要因であっ

た（B3、　C2）。初日の感想は、子どもの「よい」と

ころに集中して目がついていた（A5、　C！）。子ども

も青年もお互いに初対面で緊張し、お互いに「よい」

人を演じていた面があったろうが、青年たちがステレ

オタイプな子どもに沿った見方していたことも大きい

ようである。子どもが近づいてくることは、初日から

数日間は無条件に彼女たちを喜ばせることだった。初

対面から数日は、子どもの性格を把握することと関係

づくりに全精力を注いでいる（A9、　B　6）。

　中盤にさし掛かる頃から、日誌における子どもに関

する記述に変化がみられてきた。「来る前と今との子ど

『もたちへの思いはめちゃめちゃ変わった。来る前は子

どもたちと離れたくないからベッタリするだろうと思

っていたけど、今は早く帰りたいと思う。大好きな子

どもたちだけど、実際、仲良くするための方法とかを

すごい考えさせられる。考えるのに疲れてしまった」

（C7）。　Cさんは、終了後、こうふり返った。

　デどあっτ肪のなあと潔ラ。普彊だ叢鄭」厳乙の。

身分が療つた子どもとな蓮ラ。すぐ惚ラ，なずのτ言亀

うごとを嫌のτぐカτ、すぐ衝だ移乙τぐカτる

，素面そのあのだと．蝦フて：た。たツfど、出際な、言応フ

た6すぐ文応∫返コτぐる乙．、イヤっτ一二る乙・。

ぞカノをヲゲてrなぐτ、，な、をてrお筋詫言ラこと蜘）、をと
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のかんとかとかる言》うカる乙。

　当初の三人にとっての課題は、子どもとの距離をい

かに縮めるかにあった。彼女たちは、子どもと遊べば

自然に関係ができるものだと思っていた。しかし、現

実は全くそうではなかった。「お子様な自分だから仲良

くなれるわけではないと思い知らされた」（C6＞。彼

女たちは、関係がうまく築けないことは、自身に非が

あり、子どもから信頼されていないからだと解釈して

いる。Bさんは次のようにふり返る。

　初めぽあんま鹸さカτなのとのうか。／遂1こう，が

羅を置のてるあんま嗣ぎコ迷んでこん乙、鹸さカ

とξ；／を乙。今な繍欝のτきτぐカるb、名滋も解

んでぐカるb。ヂど｛らの友がi穿フτ～ぎτぐカるよう

だ，なフ、を。

　Bさんは、中盤では「あまり動かなかった子がきち

んと役割を果たすようになった。子どもってこんな風

に成長していくんだ！」と喜びと感動を綴っている（B

13）。しかし、いざキャンプになると班内の子どもた

ちは「全くいうことを聞かない、動かない」（B15）。

終盤では、子どもと遊んだり、交流をすることは「楽

しさ」ばかりではなくなっていた。子どもたちは遠慮

なく、おんぶや肩車、鬼ごっこ等と体をフルに使って

接することを求めてくる。「自由時間こそ子どもたちと

遊んだりしてきついと思った」（A18）。

　彼女たちは、喜びと失望を繰り返しながらも、やっ

ぱり「子どもが好き」という結論に辿り着く。「子ども

が話しかけてくれたら嬉しいし、集まってきてくれた

らもっと嬉しい。きついけど、何かそんなものふきと

ばしてくれる。今頃になって子どもがすごくかわいく

なってきた。かわいいばかりじゃないけど（笑）」（A

20＞。「キャンプ中は全然かわいくないし、言うことは

聞いてくれないし、具合が悪くなる子もでてきて、ま

ち帰りたかった。。。でも、今はいいと思う。そういう

見方ができたことがいい経験になった」（C15）。

　終了時、彼女たちの子ども像は、単に無垢で「かわ

いい」だけのものではなくなっていった。中盤以降、

子どもの別の側面が見えてきた。自分にとってストレ

スの対象となる場合もあることにも気づいた。他方で、

子どもが成長する主体であることを認識していった。

　最終日、口数も少なく表情が暗かった子が、最終日

には満面の笑みで話しかけ、自分に甘えてくる。ある

いは、粗暴な態度をとっていた子どもがみせる「子ど

もらしさ」。そうした変化を実際に目の辺りにすること

で、「もっと早く心の鍵を壊してあげればよかった」（C

14＞と思うようになる。つまり、青年たちは、子ども

のもつ潜在的な可能性とそれを引き出す環境の重要性

に気づくことになったといえよう。

3－3めざすべき「おとな」像の構築

　青年ボランティアは、年齢的には子どもに近い感性

と立場にありながら、スタッフの一員としての役割と

責任を負うことになる。そのことは、青年たちにFお

とな」であるということはどういうことかを意識させ

る契機となっていく。

　自然塾では、毎日活動終了後にスタッフミーティン

グを約1時間程度おこなう。そこでは、気になる子ど

もの行動とその対応、反省点とその改善方法、連絡事

項等がなされる。スタッフはひとりずつ一日をふりか

えり発言する機会がまわってくる。その発言に対して、

意見やアドバイスがなされる。Aさんが「初日のハイ

キングのとき、班全体を見るべきところを一人の子ど

もにしか目を配っていなかった。私の考えの甘さや未

熟さが自分でわかった」（A7）と綴っているように、

この場は、スタッフとして共有すべき考え方や行動原

理を身につける場となっている。

　青年ボランティアたちは、遊び方や叱り方など他の

スタッフがどのように接するのかを参考に、スタッフ

としての立ち振る舞いができるようになることをめざ

す。熟練したスタッフの立ち振る舞い方と自身のそれ

とを比較し、ふり返る。Bさんは次のように話した。

　θで表1の嬬ク方をみてフ彦ち音のτのる。蠣だ

注寮乙τのる。のらた“ちと，か国宣を含めずだ．悪のこ

とな悪のっτぎっτのる。ぞうのうところなずごPt

と齪ラ。やコな」0ク露分な、、白油勃ミスフτ乙ま’うか6。

とゲとげ乙の嫉0だなるげど、ぞカがな0き。β：分な

∠ヲを．LBうごとだとげ『とげ乙ぐ，なる。あと、身分な力

航傷て⊃なぐすることがでぎ、なのことカゴあるttど、ぞ

カが〕なの。
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　青年たちに、「おとな」となることを要請するのは、

スタッフからだけではない。子どもを前にすることで、

自身で強くFおとな」になる必要性を痛感していく。

Aさんは、班の子どもの体調の変化に気付かずに、あ

とでコア・スタッフから聞かされた。「びっくりした」

と同時に、「私が気付けなかったという、後海みたいな

気持ち」にかられた。彼女は、「もっと子どもたちのこ

とを考え、よく見ていなくちゃいけないと思った。も

っともっと責任感をもたないといけない。あとで後悔

しないように」と日誌に綴っている（A11）。また、

Bさんは、キャンプファイヤーのとき、子どもがふざ

けてやけどしたことを自身の責任だと思い、その子に

「本当にもうしわけない」と感じている（B16）。

　このように、スタッフや子どもたちとのやりとりを

通して、青年ボランティアは「おとな」になることを

「おとな」としての立ち振る舞い方を意識することで

自覚していくのである。このことは、実践内だけに留

まることではないという点は注目すべき点である。青

年たちは、自身が「おとな」としての役割と責任を担

うことで、自身の子ども時代をふりかえり、「おとな」

がどのように自分と向きあってくれていたのかを意識

するようになる。

　小学墜の碍だヂど6会と，かだ庁つτのた　tiプ’ど、フヒ

ノしがこん・なん差添乙τるとぽわ，から，んやった．葺分

団羅ぶ〉をヲゲやつ、を航でb実〆ぽ、安会距とかbきち

つと孝えτやコτぐ虎τたんやろう、なコτわか：つ

た。‘βさんの房ヲき坂クよ＝〃ノ

4　考察一学びのプロセスとその意義

　以上、事例分析を通して、青年たちの学びと成長の

様相を確認してき。ここでは、それらの学びがどのよ

うに達成されているのかを考察するとともに、そのよ

うな学びの意義について検討する。

　図1は、事例にみる青年の学びのプロセスを図式化

したものである。色のついた楕円は、子どもたちが自

然体験・社会体験・生活体験の3領域にいることを示

す。青年ボランティアは、子どもの生活体験学習をサ

ポートすることによって、そうした3領域の中に身を

置くことになる。図において、子どもたちは完全に円

内に納まっており、またコア・スタッフは完全に園外

にあるが、青年ボランティアは、円外と円内のちょう

ど中間点に位置づけている。これは、子どもたち同様

に青年たちも生活体験学習の契機となっていることと、

スタッフの一員として子どもたちから一歩引いた領域

内において責任や役割をまかされているという青年ボ

ランティア特有の位置づけを表している。点線の矢印

は、指導・助言関係を意味する。青年ボランティアに

向けられている実線の矢印は、青年に学びをもたらす

ことを意味する。

　青年ボランティアの学びの契機は、直接接触や交流

をもつなかで生じるものと、他者の言動を見て学んだ

り、自分に当てはめたり、比較したりするなかで間接

的に生じるものとの二つに大別できる。

　前者は次の3つが確認できる。一つ目は、子どもと

本人との直接的な相互作用である（①）。子どもたちに

指導・助言する立場として、あるいは点訳の「仲間」

として子どもと生活を共にしていくなかで生じる葛藤

も含めた様々な経験である。二つ目は、コア・スタッ

フとの直接的な相互作用である（②）。コア・スタッフ

は、青年たち対して、技能面や心構えなどについての

指導・助言を行う。日誌や聞き取りからは、そうした

機会が自らを省察する重要な契機となっていることが

伺えた。三つ目は、他の青年ボランティアとの直接的

な相互作用である（③）。青年ボランティアは、スタッ

フミーティング終了時から起床時までは、同室で過ご

していた。そこは青年ボランティアだけの時間と場所

と空間になり、「いろいろなこと」が話されたという（A

さん談）。また、班内の調和がうまく保てないことに苦

悩する仲間を励ます姿もみられた。

　後者は、図中の④、①’、②’の3つである。それ

ぞれ、コア・スタッフの子どもたちへの接し方、他の

青年ボランティアと子どもたちとのやりとり、コア・

スタッフが他の青年スタッフに助言・指導、を間接的

に見聞きすることが学びの契機となっている。

　青年たちは、自然塾という高校生活とは全く異なる

関係性のなかに身を置いた。ボランティアとは、何か

らの具体的な行動を通して、それまで知らなかった人

と人とが結びついていることである。既存の関係性と

は全く別の新たな関係性に飛び込むことができること

がボランティアのひとつの魅力である。しかし、それ

は自ら進んで行った行動の結果、自らを苦しい立場に
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図1　青年ボランティアの学びの構図

追いやることになる融点性のパラドクス」（金子出鉱）

を内包するものである。当該実践に不可欠な技術や知

識を有していない彼女たちは、子どもたちとの関わり

を通じてその事実に悩み、葛藤することになった。

　青年たちにとって、技術や知識の未熟さは、専門家

としての未成熟というよりも、人間としての未成熟と

いうように位置づけられていく。日誌やインタビュー

からは、「おとな」になりきれない自分と「子ども」で

はない自分という不安定なポジションゆえの葛藤や不

安が伺えた。

　このように考えると青年ボランティアの学びと成長

は、「自発性のパラドクス」を解消するために、「おと

な」としての立ち振る舞いを習得していく過程で生じ

ているといえる。青年たちは、子どもと接する際には、

「おとな」としての立ち振る舞いを行おうとする。普

段の生活に対する省察も、自然体験から直接生じると

いうよりも、子どもの体験を支えるなかで意識されて

いくものであった。青年たちの子ども像の再構築がな

されていくことも、彼女たちがfおとな」として子ど

もと接するなかで形成されていったのである。

　とくに、社会体験や生活体験の領域においては、「お

とな」として一歩引いたところがら子どもの学びを促

し、支える立場をめざしていることが伺えた。「お子様

な自分だから仲良くなれるわけではないと思い知らさ

れ」るなかで、「おとな」として子どもの目線で接する

必要性を痛感する。また、経験豊富なスタッフは子ど

もの体調の変化にすぐに気付いたが、一番近くにいた

「おとな」であるはずの自分は気付かなかったという

ように、自分が「おとな」でないがために子どもに迷

惑や不利益を被らせる場面にでくわす。このように、

「おとな」であることが自他ともに求められながらも、

それが叶わないなかで、青年たちは経験豊富なスタッ

フの立ち振る舞い方を参考にしていくようになる。そ

の過程で、めざすべき「おとな」像が形づくられてい

く。

　このように「おとな」を志向するなかで自らの成長

を体感するという学びの意義とは何であろうか。筆者

は、成熟に対する肯定的なイメージと経験を積み重ね

ることに価値：を青年たちに見いださせることに、その

意義があると考える。鷲田（2003）によれば、現代は、

経験の意味が価値を失っている時代であるという。産

業社会では基本的に、ひとが長年かけて培った経験知

よりも、技術知が重要視される。経験の価値が失われ

るということは、成熟がその価値を失うことであり、

成熟が意味を失うということは、大人になるというこ

との意味が見えなくなることだという。

　生活体験学習プログラムの現場では、経験知こそが

ものを言う。経験を通して得られた知識や技術の厚み
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と必要性を青年たちは、子どもの支援を通じて痛感す

る。バーチャルな情報ではなく、リアルな体験をもっ

て獲得される情報の確かさを体感する。めざすべき「お

とな」像の獲得は、社会にとっても、青年自身にとっ

ても大きな意義をもたらす。

5　おわりに

　以上、本稿では、自然塾の「キッズ・ビレッジ」を

事例に、子どもの生活体験学習を支える青年ボランテ

ィアの学びと成長について検討してきた。生活体験学

習研究においては、プログラムを支えるボランティ

ア・スタッフに着目した研究は少ない。本稿は、教育

学研究とボランティア論の近年の蓄積を援用しつつ、

生活体験学習実践の学習過程分析のための分析視座を

設定し考察を行った。

　青年ボランティアに毎日綴ってもらった日誌を中心

に、インタビュー記録や参与観察の記録を補足的に用

いながら、事例の学習過程分析を行った結果、青年ボ

ランティアの学びと成長として、①普段の生活に対す

る省察、②子ども像の修正と再構築、③めざすべき「お

とな」像の構築、という3つの様相が確認できた。

　次に、これらの学びの生じる場とその構図を指摘し

た。子ども、コア・スタッフ、他の青年ボランティア

との直接・間接的な相互作用による6つの学びの契機

を見出した。青年ボランティアは、子どもに年齢と感

性が近いにも関わらず、実践内においては「おとな」

としての立ち振る舞いを期待される。このように、「お

とな」として子どもと向きあうことで、青年たちの気

づきや省察は促されると考える。

’最後に、青年ボランティアの学びと成長の意義につ

いて、現代社会において「おとな］になることを青年

が志向することの意味にひきつけて考察した。産業社

会である今日は、経験知よりも技術知に重きがおかれ

経験の価値が軽視されている。そのことは成熟に肯定

的なイメージを若者が抱けなくなっている。そのよう

な中で、青年がめざすべき「おとな」像を獲得し、「お

とな」として子どもに向きあうことを志向することの

意義は大きい。

　今後の残された課題をあげておく。仮説生成型の研

究である本稿は、リサーチ・クェスチョンを大まかに

設定し、今後の実証研究につなげていく視点や論点を

抽出することに主眼を置いた。したがって、青年ボラ

ンティア個々の特性を捨象した学習過程分析になった

きらいは否めない。本稿で提出した学びの様相やプロ

セスが、どのように個々人で経験されていくのか、あ

るいはされないのかについての検証が今後不可欠であ

る。具体的には、青年自身のこれまでの人生経験やパ

ーソナリティとの関連について整理する作業が求めら

れてこよう。

　また、青年：ボランティア同士の相互の学びあいにつ

いての考察も必要である。本稿では、子どもやコア・

スタッフとの関係のなかで生じる変化については具体

例も含めて記述できたが、青年ボランティア同士の学

びあいについての説明が不十分であったことは否めな

い。これは、収集されたデータの限界でもあった。A

さん、Bさん、　Cさんは参加前から友人であったため

に、日誌を記す際に、とりたててお互いのことを意識

することが少なかったからかもしれない。あるいは、

筆者の聞き取りにおいても、そのことを意識しての問

いかけがなされなかったのかもしれない。いずれにせ

よ、青年同士の相互作用をより詳細に描きだすような

事例研究が待たれる。

　さらに、コア・スタッフの働きかけに焦点づけた研

究も重要な課題である。事例の場合、コア・スタッフ

の働きかけが青年たちにとって適切だったがゆえに有

効に作用したといえる。しかし、場合によっては、青

年たちにとって参考にならない、あるいは学びを阻害

するような働きかけも予想される。青年の力を引き出

し、学びと成長を促すコア・スタッフの働きかけとは

いかなるものかについて、明らかにしていく必要があ

ろう。
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注

1　たとえば、鈴木（2◎04＞、田中（2005）、酒井ら（2◎07）。

　また、第54回日本社会教育学会（2007年9月）にお

　いては、「学校ボランティアにおける学び～若者に

　とっての活動の意味」というテーマのラウンドテー

　ブルが設けられ、学校ボランティアにおける青年の

学びの実態とその分析方法が議論された。

2　自然塾の長期宿泊型の生活体験学習プログラムは、

2005年度までは「春のミニスクール」、「夏のミニス

クール」という名称で行われてきた。2006年度以降、

　「キッズ・ビレッジ」に改称しており、本稿におい

てはこの名称で統一する。

3　http：／／hiraodai4season．web．infoseek．co．jp／sizenjuku／

　sizenj　ukutop．htmi

4　自然塾の活動については、上記のホームページを

参照。

5　箕浦（1999）のいうところの「参加者としての観

察者」に位置する。


